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研究成果の概要（和文）：　本研究の目的は，心理統計テスト項目データベースの利用を核として，心理統計授業担当
教員によるコミュニティを形成することであった。具体的な成果は，(1)DBユーザビリティ調査の実施とその結果をフ
ィードバックし，DBの整備・強化を行ったこと，(2)DBの活用を通じたオンライン上のコミュニティと，学会でのシン
ポジウムを通じた対面でのコミュニティの両者を形成できたこと，(3)DBに心理統計の授業で利用できるe-learning 教
材を公開したこと，をあげることができる。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to manage the test item database for psychological st
atistics education, and to create a community for teachers who teach psychological statistics. The main ou
tcomes are: (1) we conducted an implementation test and gathered the usability information of the database
 and we also revised the database using the results of the inquiry, (2) we created both an online and offl
ine community for university teachers who teach psychological statistics, (3) we published teaching materi
als of e-learning and we uploaded them to the database server.
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１．研究開始当初の背景 
心理学における統計教育については，学会

等でシンポジウム・セミナーが開催され啓発

活動が行われてきた（e.g., 堀,2001; 吉田

ら,2001; 吉田,2002）。また，学会誌におい

ても統計的方法や研究法についての誤解・誤

用に対する警鐘が鳴らされている（e.g., 南

風原,1995 鋤柄,2002 ）。しかし，このテー

マについて実証的な研究はほとんど行われて

いなかった。 

そこで，本研究組織では，基盤研究(C)課題

番号：17530478において「調査・指導法開発・

評価」を3つの柱とする実証的研究を行った。

この先行研究では，教員と学生を対象とした

大規模な調査，心理統計に関する教材開発（R

によるやさしい統計学 オーム社）や，など

一定の成果を収めることができた。さらに，

心理統計テスト項目データベースの試作版を

開発した。その成果と概要は，山田・杉澤・

村井(2007)にまとめられている。 

つづいて，基盤研究(C)課題番号：20530595

では，データベース試作版を改良し，実際に

運用可能な状態へと進めることを目的として

研究が遂行され，心理統計テスト項目データ

ベース新版が完成した。試作版（旧版）から

の改良点は以下の通りである。 

 項目数の増加：旧版に比べて大幅にテス

ト項目が追加された。 

 コメント機能：テスト項目には，限定的

な集団に基づいた統計指標ではなく，質

的な情報をつけるようにした。このため，

コメント機能を追加した（各利用者が自

由にコメントをつけることができる）。 

 項目追加機能：旧版では管理者のみが項

目の追加を行えるようになっていたが，

新版では各利用者がブラウザ上から新規

項目を追加できるようにした。 

以上の研究成果により，心理統計テスト項

目データベースを本格運用し，データベース

（以下，DBと略す）を核とした実践研究の準

備が整ったと言える。 

 

２．研究の目的 
 本研究の目的は，以下の3つに整理すること

が出来る。 

(1) DBユーザーへの調査とDBの整備・強化 

これまで本研究組織では，心理統計テスト

項目DBの試作版，及び新版を開発した。新版

に登録されてテスト項目は本研究組織のメン

バーが作成した項目のみである。問題項目は

12の領域に分類されるが，領域によっては項

目数の少ないものもある。DBを充実させ，有

効に機能させるためには，良質な項目が大量

に集積されることが必要である。そこで，大

学で心理統計の授業を担当している教員を対

象に調査を実施する。心理統計教育に携わる

大学教員にDBを利用してもらい，DBのユーザ

ビリティに関する調査を実施する。調査結果

をフィードバックし，DBのさらなる改良に努

める。また，心理統計テスト項目DBは，被調

査者（以降，DBユーザーと呼ぶことにする）

から問題項目を提供してもらいやすい環境が

ある。この利点を活かし，DBユーザーにテス

ト項目を提供してもらいDBを充実させる。 

(2) DBユーザーによる「心理統計教育コミュ

ニティ」の形成 

心理統計教育への取り組みは大学によって

様々であり，組織的に取り組んでいるところ

もあれば，一人の教員が独力で奮闘している

ところもある。そこで本研究では，心理統計

テスト項目DBの運用を通して，教員のコミュ

ニティを作ることを目的としたい。DBは，直

接的には心理統計の授業の評価のために活用

されるものであるが，問題の編集機能・コメ

ント機能など，DBユーザー同士がコミュニケ

ーションを取ることができる仕掛けを用意し

ている。これをきっかけに「一人で奮闘して

いる教員」を孤立させずお互いに情報交換で

きるような，「心理統計教育コミュニティ」

の形成を目指すこととする。このコミュニテ



ィ形成は，心理統計教育に関する実証的な知

見を積み重ねることにつながるはずである。 

(3) DBを活用したe-learning教材の公開 

 DBは心理統計関連授業担当教員に利用して

もらうことを想定している。しかし，将来的

には，学生が自習のために使うことも視野に

入れる。学生の自習用教材としてDBを活用し

てもらう。さらにコメント機能を活用し，良

問を選定した上で，そうした良問を，多くの

人々に活用してもらえるような公開方法につ

いて検討を行う。また，テスト項目に加えて，

電子的な教材をDB上で公開することで，自習

用教材としての価値をより高めることも検討

する。 

 
３．研究の方法 
 本研究は，3つの研究目的それぞれについて，

以下のような手順を踏まえて研究を遂行する

こととした。 

(1) DBユーザーへの調査とDBの整備・強化：

心理統計教育に携わる大学教員に，DBを実際

に利用してもらい，利用者からのフィードバ

ックを収集し，DBの整備と強化を行う。具体

的には，①DBユーザーへの調査を行う，②調

査結果をDBの整備・強化にフィードバックす

る，という手順で研究を進める。 

(2) DBユーザーによる「心理統計教育コミュ

ニティ」の形成：①心理統計教育に関わる大

学教員にDBを活用してもらうことで，オンラ

イン上の心理統計教育コミュニティを作る，

②学会のシンポジウム等を通じて，心理統計

教育コミュニティのメンバーが対面でやりと

りできるような仕組みを作る，という手順で

研究を進める。 

(3) DBを活用したe-learning教材の公開：テ

スト項目に加えて，電子的な教材をDB上で公

開することで，自習用教材としての価値をよ

り高めることを目指す。具体的には，①DB登

録項目の吟味・精選を踏まえた問題公開方法

の検討，②電子教材の開発と公開，という手

順で研究を進める。 

 
４．研究成果 

(1) DBユーザーへの調査とDBの整備・強化 

 本研究組織の先行研究（基盤研究(C)課題

番号：17530478，基盤研究(C)課題番号：

20530595）で実施した心理統計教育に関する

調査の協力者となった大学教員を中心に,ア

カウントの配布とDBのユーザビリティと心理

統計教育に関する調査を実施した。表1は，DB

のユーザビリティに関する質問項目の平均と

SDを，平均値の高い順に並べたものである。

DBについておおむね肯定的な回答が得られた。 

 

表1 DBユーザビリティについて（n=19） 

DB に関する質問項目 平均 SD 

問題の中には，工夫の見られるものが散見される 5 0 

DB は心理統計の授業担当者にとって有意義である 5 0 

DB は今後も利用したいと思う 4.79 0.61 

授業のテスト問題で使用したい問題が散見される 4.79 0.61 

検索結果の表示はスムーズである 4.74 0.78 

DB は使いやすい 4.68 0.73 

出題領域のカテゴリーは妥当である 4.68 0.73 

基礎的知識を問うための問題が網羅されている 4.53 0.94 

幅広い難易度の問題が用意されている 4.47 0.88 

心理統計の授業受講者にとって有意義である 4.47 1.04 

探したい情報にたどり着きやすい 4.21 1.06 

デザインは良い 4.05 1.15 

DB は見ていて楽しい 3.95 1.28 

表示される検索結果は，現状で過不足はない 3.89 1.21 

収録されている問題量は適切である 3.89 1.33 

問題の中には，安易な出題が散見される 2.89 1.21 

収録されている問題の領域には偏りが大きい 2.74 1.02 

操作の際，迷うところがあった 2.26 1.48 

DB は見にくい 2.11 0.85 

DB の利用に，敷居の高さを感じる 1.89 0.72 

 

しかし，本DBは企画当初から心理統計の教員

コミュニティにおいて互助的にコンテンツ面

の充実をはかることを目指しており，研究目

的(2)の「心理統計教育コミュニティの形成」



の柱と位置づけられるものである。したがっ

て,DBへの安定・継続的な問題項目の収集と精

錬が行われることが不可欠であり,より使い

やすく魅力的なDBにするための更なる改良を

続けていく必要がある。このため，本調査の

結果をフィードバックし，DBの整備と強化を

行った。具体的に整備・強化した点として，

操作時の画面遷移について迷いやすい部分の

改良，検索結果表示の不具合の修正，項目検

索・新規項目投稿・コメント投稿などの各種

履歴の表示機能，出題領域をまたがった検索

を可能にするための領域強制選択の廃止，ユ

ーザーが自由に追加可能な検索用タグの導入，

新規項目の追加などである。これらにより，

検索機能等のユーザビリティの向上だけでな

く，ユーザーのコミュニティの中でインタラ

クティブにデータベースを「作り上げていく」

ための基盤がさらに整ったといえる。 

 

(2) DBユーザーによる「心理統計教育コミュ

ニティ」の形成 

DBユーザビリティ調査に回答してくれた19

名以外にも，DBユーザーとして，本研究遂行

時点で約40名の大学教員にアカウントを発行

することが出来た。このDBユーザーを中心に，

オンライン上で「心理統計教育コミュニティ」

を立ち上げることができた。また，本研究組

織では，2006年以降，日本教育心理学会総会

においてこれまで8度のシンポジウムを企画

し，科学研究費補助金による研究成果の公表

と心理統計教育の実践知の共有を行ってきた。

DBを通じたオンライン上のコミュニケーショ

ンと，シンポジウム等を通じたオフライン上

のコミュニケーション，両者を用いてコミュ

ニティの活動を広げるということについては，

一定の成果を収めることができたと考えてい

る。 

 

(3) DBを活用したe-learning教材の公開 

 DBに収録された問題には，エクセルを用い

た実習を行うものがいくつか含まれている．

これら問題への解答ファイルはパワーポイン

トで作成されており，シミュレーションの手

順を順に示している．実習ではない，通常の

タイプの問題については，これをどのように

ウェブ教材化するのがよいか，明確ではない．

これに対して，実習の問題をウェブ教材化す

るときには，実習の手順を示すことが基本デ

ザインになることは明らかである．そこで，

DBに含まれている実習形式の問題をウェブ教

材化することを行った．これにより，学習者

は，DBにアクセスしなくても，実習の問題に

取り組むことができる． 
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